
（別紙３）

～ 令和7年 1月10日

（対象者数） 6 （回答者数） 5

～ 令和6年12月27日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

令和7年度より、当事業所の児童発達支援が単独で10名定員

になります。時間をかけながら、より子どもさんに合った小

集団作りをして充実を図りたいと考えています。

2

専門職の直接、間接を問わず関係者会議等により深く参加し

ていただける環境を作り支援の充実につなげていきたいと考

えています。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

支援の5領域を考えた活動を考える中で、発達を促される地域

交流について検討していきたいと考えています。

2

3

子どもさんの年齢や状態にあった支援 同じ地域にある法人内の児童発達支援事業所と連携して年齢や

状態に合わせて2事業所で3つのクラスを作っています。

個別支援計画のPDCAサイクルの実施 年に2度のクラス休園日を設け、臨時職員も参加した個別支援

計画に係る関係者会議を実施しています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域交流 利用児の中心は未満児で地域交流の必要性について、発達支援

の観点も含め考慮していくことが必要と考えています。

令和6年12月18日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年1月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 にじいろキッズらいふ篠ノ井北（児童発達支援）

○保護者評価実施期間
令和6年12月20日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


